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Abstract
In this paper, I considered historic change of ‘ore’. This word is used from the eighth century, but this is used 
as the second person. ‘ore’ as the second person is used as an abusive expression This word is not used anymore in the 
Muromachi era. On the other hand, it is from around 12th century that ‘ore’ as the first person by which it seems 
to connect with the present-day Japan language is used. ‘ore’ as the first person possess a polite nuance of the 
word, and moreover it's unisex. But ‘ore’ as the first person will be a vulgar word in around 19th century when 
the time went down, and a lady doesn't use ‘ore’ as the first person any more. this situation is same as present use 
situation mostly. 
キーワード；オレ，自称，対称，待遇価値，女性の使用するオレ
 Keyword；ore，the first person，the second person，politeness，ore whom a woman uses 
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（「ひつくゝり」妻→夫 下 29頁） 
20）なふいつもわごりよのおそうもどるによつて、
おれまであおのやうにしからるゝ事じや 
（「文荷」冠者同士 上 575頁） 
21）やれやれそれは一だんの事じや、おれはなるま 
ひかと思ふた 















































































































































































































































































さにや。ならぬ        
（『遊子方言』通り者→息子 第 4巻 349頁） 
35）おゝさ おれも。そふおもふよ。何にしろ。だん 
なが。帰ら。しやつたら。ゑゐやうに。さつ。し 
やろ。                             












（『辰巳之園』如雷→お中 第 4巻 377頁） 
39）（竹）おれが先だ／（松）べらぼう云や。おれ 
が先へ首を出した。／（竹）おれが先へ敷居をま
たいだ      （『浮世床』町人男性同士 304頁） 
40）コレ留。そこらをきり＼／掃きて、湯を沸かし 














































































































































































































































ら真実に私を離縁する心かへ」                      
（「にごりえ」源七→お初 268頁） 






















（『浮雲』第二編第十二回 お勢→お政 390頁） 
53）此処は私しが遊び処、お前がたに指でもさゝし 
 はせぬ、ゑゝ憎くらしい長吉め 






























































































日本書紀 15 0 5
古事記 1 0 1
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２ 坂梨隆三（1984）『江戸時代の国語（上方語）』東  
京堂出版                                 
３ 小松寿雄（1985）『江戸時代の国語（江戸語）』  
  東京堂出版 
４ 辻村敏樹（1968）「記紀に見えるオレ」（『敬語 
の史的研究』所収 91～107頁 東京堂） 
５ 彦坂佳宣（1983）「おれ」（『講座日本語の語彙』 
九 170～174頁 明治書院） 
６ 森野宗明（1968）「平安時代の言語作品に見出さ  
れる子供のことば使いについて」（『青山学院女 
子短期大学紀要』Vol.22 １～26頁） 
６ 山崎久之（2004）『増補補訂版 国語待遇表現体系 
の研究』（『武蔵野書院』第二版使用） 
７ 米田達郎（2009）「江戸時代の狂言台本詞章に 
おける一人称詞オレについて」（『語文』（大 
阪大学）94輯 33～43頁） 
【調査・引用資料】 
古典文学作品を引用する場合には、基本的に『新編日
本古典文学全集』を使用した。訳文も同様である。洒
落本は『洒落本大成』からの引用である。『浮世風呂』
など滑稽本・人情本は、『岩波古典文学大系』からの調
査・引用である。『大蔵流狂言虎明本』は『大蔵虎明能
狂言集 翻刻・註解』（清文堂 2006年）から引用して
いる。明治以降の作品については、『新日本古典文学大
系 明治編』（岩波書店）を利用した。『安愚楽鍋』・『当
世書生気質』については、国立国会図書館デジタルコ
レクション（http://dl.ndl.go.jp/）にて原本写真を参照・
引用している。ただし、『ある女の生涯』は現代日本文
学全集『島崎藤村集』、『土』（長塚節）は新潮文庫から
引用。記した以外の作品は、引用の際に示した。  
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